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て
は
毎
年
10
万
人
以
上
ず
つ

人
口
が
増
え
て
い
た
時
期
で
、

「
戦
後
四
つ
の
島
に
と
じ
こ

め
ら
れ
た
わ
が
国
に
お
い
て
、

豊
富
な
る
未
開
発
資
源
と
広

大
な
る
地
域
を
有
す
る
北
海

道
の
開
発
は
、
経
済
自
立
の

問
題
、
人
口
解
決
の
問
題
併

せ
て
国
民
の
志
気
の
問
題
等

よ
り
み
て
絶
対
推
進
す
べ
き

こ
と
が
ら
で
あ
る
」
と
い
う

の
が
目
的
だ
。

　

第
１
次
５
ヵ
年
計
画
で
は

桂
沢
ダ
ム
が
完
成
し
、
高
度

　

越
智
文
雄
あ
か
り
み
ら
い

社
長
が
主
宰
す
る
「
札
幌
な

に
か
が
で
き
る
経
済
人
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
の
４
月
例
会
が

４
月
22
日
、
カ
ナ
モ
ト
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
、
国
土
交
通
省

北
海
道
開
発
局
長
の
柿
崎
恒

美
氏
が
講
演
し
た
。

　

柿
崎
氏
は
北
海
道
開
発
の

　

こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は

「
北
海
道
を
愛
す
る
熱
意
あ

る
有
志
の
研
究
会
」
と
し
て

２
０
０
６
年
に
発
足
し
た
。

　

以
来
18
年
間
、
数
回
の
欠

会
は
あ
り
な
が
ら
も
、
ま
た

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
月
例

会
を
続
け
、
今
回
１
８
４
回

目
を
迎
え
た
。（
過
去
の
講

推
移
や
人
口
動
態
の
ほ
か
、

地
球
温
暖
化
、
大
規
模
自
然

災
害
な
ど
の
社
会
的
な
テ
ー

マ
を
取
り
上
げ
る
と
と
も

に
、
３
月
12
日
に
閣
議
決
定

さ
れ
た
第
９
期
北
海
道
総
合

開
発
計
画
の
ポ
イ
ン
ト
を
語

っ
た
。

演
テ
ー
マ
等
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ「
札
幌
な
に
か
が
で
き
る
」

で
検
索
）

　

こ
れ
ま
で
参
加
し
た
会
員
、

講
師
は
延
べ
５
０
０
０
人
を

超
え
る
。
政
界
や
諸
官
庁
、

経
済
、
金
融
、
教
育
、
メ
デ

ィ
ア
や
芸
術
家
、
学
生
ま
で
、

文
字
通
り
多
彩
な
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
持
つ
の
が
特
徴
だ
。

「
田
園
回
帰
」の
動
き

東
京
一
極
集
中
是
正

　

今
回
、
講
師
と
な
っ
た
柿

崎
氏
は
青
森
県
出
身
。
１
９

９
２
年
建
設
省
入
省
後
、
本

省
の
水
管
理
・
国
土
保
全

局
、
道
路
局
な
ど
に
勤
務
し

た
ほ
か
、
地
方
整
備
局
も
北

陸
、
中
部
、
九
州
、
関
東
と

歩
む
な
ど
全
国
の
事
情
に
詳

し
い
。
18
年
に
北
海
道
と
大

き
な
縁
が
で
き
、
北
海
道
開

発
局
建
設
部
河
川
管
理
課
長
、

同
河
川
計
画
課
長
、
北
海
道

局
水
政
課
長
、
大
臣
官
房
審

議
官
（
北
海
道
局
担
当
）
を

経
て
、
昨
年
７
月
に
現
職
に

就
い
た
。

　

柿
崎
氏
は
、
北
海
道
総
合

開
発
計
画
の
推
移
を
、
そ
の

背
景
や
概
要
、
推
進
状
況
を

盛
り
込
み
な
が
ら
述
べ
た
が
、

そ
も
そ
も
北
海
道
総
合
開
発

計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
た
の
は

北
海
道
開
発
局
が
設
置
さ
れ

た
１
９
５
１
年
。

　

終
戦
か
ら
こ
の
頃
に
か
け

成
長
下
の
第
２
期
計
画
で
は

定
山
渓
―
中
山
峠
間
の
国
道

２
３
０
号
が
開
通
。
そ
の
後

も
苫
小
牧
東
港
建
設
工
事
の

着
工
や
石
狩
放
水
路
完
成
、

新
千
歳
空
港
開
港
な
ど
と
開

発
が
進
ん
で
い
っ
た
。

　

近
年
は
、
地
球
環
境
問
題

の
深
刻
化
や
人
口
減
少
・
少

子
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
を

踏
ま
え
た
計
画
策
定
と
な
っ

て
お
り
、
そ
れ
ら
に
加
え
て

柿
崎
氏
が
着
目
し
た
の
は

「
田
園
回
帰
の
動
き
」。

　

東
京
圏
な
ど
都
市
圏
か
ら

の
転
入
が
転
出
を
上
回
っ
て

い
る
市
町
村
が
全
国
的
に
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

東
京
一
極
集
中
の
是
正
を
図

る
国
交
省
は
、
若
者
世
代
を

は
じ
め
と
し
た
地

方
移
住
や
二
地
域

居
住
な
ど
の
ニ
ー

ズ
の
高
ま
り
に
応

じ
た
積
極
的
な
採

用
を
行
う
企
業
の

採
用
活
動
を
支
援
、

若
者
世
代
や
女
性
に
開
か
れ

た
魅
力
的
な
地
域
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
る
。

代
替
で
き
な
い

価
値
を
　
生
む

地
域
を

生
産
空
間
と
定
義
づ
け

　

第
９
期
北
海
道
総
合
開
発

計
画
は
「
他
で
代
替
で
き
な

い
北
海
道
の
価
値
」
を
最
大

化
し
、
今
の
国
の
課
題
解
決

を
先
導
す
る
こ
と
を
大
き
な

目
的
と
し
て
い
る
。
ス
ロ
ー

ガ
ン
は
「
共
に
北
海
道
の
未

来
を
創
る
」
だ
。

　

ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の
は

「
食
料
安
全
保
障
」「
観
光
立

国
の
再
興
」「
２
０
５
０
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
の

３
つ
で
、
こ
れ
ら
の
価
値
を

生
む
地
域
を
「
生
産
空
間
」

と
定
義
づ
け
て
い
る
。

　

具
体
的
に
、「
食
」
と
「
観

光
」
を
例
に
と
る
と
、
デ
ジ

タ
ル
技
術
の
活
用
を
図
り
な

が
ら
ス
マ
ー
ト
農
業
に
対
応

し
た
農
地
の
大
区
画
化
な
ど

で
農
林
水
産
業
の
生
産
力
を

強
化
す
る
。旅
行
者
の
安
全
・

安
心
な
受
け
入
れ
環
境
整
備

な
ど
道
内
各
地
の
地
域
資
源

を
活
か
し
た
世
界
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
観
光
地
域
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
。

　

い
ず
れ
も
北
海
道
が
持
つ

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
最
大
限
に

発
揮
さ
せ
て
い
く
。

▲越智文雄氏

▲プロジェクターを使いながら
丁寧に説明した

▲柿崎恒美氏

▲「官民共創」で取り組んでいく

▲第９期北海道総合開発計画のパンフレット

柿崎　 恒美道開発局長が語った
第９　 期北海

　道総合開発計画の要旨

札幌なに　　　かができる経済人ネットワーク４月例会で


